
UAV を用いた河川形状及び水深の推定 

 

長崎大学工学部 学生会員 倉村 秀明 

長崎大学大学院工学研究科 正会員 鈴木 誠二 

長崎大学大学院工学研究科 正会員 夛田 彰秀 

 

１．研究の背景と目的 

河川状況を詳細に把握することは，河川の管理・整備を行う

にあたり非常に重要である．特に，長崎県内では降雨が多く河

川災害が頻発しており，被災後の災害復旧や調査には被災前の

河川横断形状や植生繁茂状況の把握が必要とされる．しかしな

がら，河川形状や水深の高精度な情報を得るためにはコスト及

び時間が問題となる．  

本研究では，近年さまざまな分野で活用が期待されている

UAV を用いて，長崎県の河川における河床形状及び水深などの

河川情報を簡易的に収集する方法を検討した．将来的には長崎

の河川管理に応用することを目的とする．具体的には，測量に

よって計測した河川断面形状を用いて UAV で計測した河川水

深の補正を実施した． 

 

２．河川形状及び水深の推定 

2.1 観測の概要 

長崎県の神浦川下流の樹木で河川上が覆われていない 800 m

の区間を検証対象水域(図 1)とした．10月 7日に UAV による空

中写真撮影および水深の実測を実施した．観測断面は図１に示

すとおりの 3断面とした．UAVによる空中写真撮影は，高度約

20m からほぼ鉛直下向きに行い，約 300 枚の画像を得た．河川

断面の実測は，河川縦横断方向に約 1m ピッチで，オートレベ

ルとレーザー距離計を用いて水準測量を行った．写真 1 に使用

した UAV を示す．UAVは DJI社の Phantom4 である． 

2.2 モデル作成 

Agisoft 社の PhotoScan を用いて複数の UAV による空中写真

と GPS座標から高密度クラウドを構築した．次に，メッシュと

テクスチャを構築することで，三次元モデリングを行った．こ

れを元にオルソモザイク(図 2)および，DEM(図 3)を構築した． 

2.3河川水深の推定 

 図 4に断面 1，2，3における河川断面の実測値および UAV に

よる水深推定値の値を示す．実測した水深は UAVを用いて算出

した水深に比べ深くなることがわかる．他の断面も同様で，断

面 1 から順にそれぞれ平均で 0.124m，0.187m，0.121mの誤差を

有した．これは水中における光の屈折の影響を受けるためと考

えられる． 

 

図 1 神浦川(対象水域及び計測断面) 

 

 

写真 1  UAV(Phantom4) 

 

 

図 2 オルソモザイク画像 

 

 

図 3 DEM画像 
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UAV による水深推定値は実測値と比べ，特に水深 1ｍ以

深で誤差が大きかった．そこで水深 1ｍ以深の UAV による

水深推定値に相対屈折率(1.34)を乗じることとした．図 5に

補正前の水深，全水深に相対屈折率を乗じた補正水深，水深

1m以深のみ乗じた補正水深と実測値との関係を示す．相関

係数は 0.81 から 0.90 となり高くなった．水深 1m 以深のみ

相対係数を乗じたものが，より正しく水深を表す結果とな

った． 

2.4河川形状の推定 

河川形状を抽出するために，ArcGIS を利用し，オルソモ

ザイクのRGBの値を流域部で抽出するラスタ演算のDiffオ

ペレーターを活用した．河川内の R は 65～130，G は 65～

130，B は 80～140 と設定し判定を行った．その結果，図 6

のような流域の分布を算出した．空中写真から RGB を用い

て河道部の抽出が可能となったが，植生や道路などとの判

別が困難な部分もあった． 

 

３．結論 

今回UAVを用いた水深推定，及び河川形状把握を行った．

水深推定に関しては，1.0m 以深には相対屈折率を乗じるこ

とで大幅な誤差は出さず水深を推定できることが分かっ

た．今後は適切な撮影位置の高さの検討をしていくことが必要である．河川形状把握に関しては，RGB を利

用することで概ね良好な結果となった．しかし，植生が河川に重なっている部分の形状は正確に出すことが難

しかった．今後は植生の処理の仕方について検討して行く必要がある．また，他の課題として天候に左右され

ることが挙げられる．モデルを作成する際に影や写真の明るさによって DEM や RGB などの数値が変わって

くるので，撮影方法の検討や撮影の際の天候などを一定にするなどの対策が必要と考えられる．今後は今回の

研究を活用し，流域部の簡易的な三次元モデルの作成を検討していく． 
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                   図 4 河川断面形状 

 

図 5 UAV測量補正値と実測値の関係 

 

 

図 6 RGBを用いた河川形状の抽出 
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